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研究成果の概要（和文）： 

 小学校学習指導要領・音楽科に明示されている内容を音楽科学力と措定し、それらを測定す

る方法を開発した。(1)学習指導要領・音楽科に示されている「音符・休符・記号など」につい

てはペーパー試験を開発し、試行した。(2) 聴取力については、CDを用いる試験を開発し、試行

した。(3) 旋律に合う和音を選ぶ課題と階名を五線に記入する課題は、ペーパー試験を開発し、

試行した。(4) 視唱力を測定する簡易な方法の開発が緊要な課題である。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 Refined contents in Course of Study for Elementary School-Music as music academic 
achievements ， We have developed the methods for measuring those music academic 
achievements. (1) About“ Notes, rests and notational symbols ”indicated in SYLLABUS 
DESIGN AND HANDLING THE CONTENT，we developed and trialed the paper examination. (2) About 
listening ability, we developed and trialed the examination for use in CD. (3) About tests 
selecting one appropriate cord correspond 1 bar of 4-bars melody, and notating syllable 
names on a five-line staff, we developed and trialed the paper examination.(4) It is very 
important task that we need to develop simplified measuring method of sight singing. 
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１． 研究開始当初の背景 
 従来から、音楽科では学力問題が等閑視さ
れてきた。その理由として、次の点が挙げら

れる。第１点は、音楽科の学力は、測定でき
るものよりも測定できないものの方が重要
であると考えられていることである。一般的
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に音楽科では、音楽の技能や知識よりも、音
楽に対する豊かな表現力や鋭い感受性を重
視する傾向にある。したがって、測定できる
学力は音楽の本質ではないとして、軽視され
てきたのである。第２点は、音楽が本来有し
ている力を過大評価し、音楽活動を行ううち
に表現力や感受性や音楽を愛好する心が自
然に培われるという考え方が大勢を占めて
いることである。しかし現実的には、目に見
える学力が習得されていないために、目に見
えない学力まで育成できていないのである。
第３点は、小学校学習指導要領・音楽科の目
標や内容の記述が抽象的でおおまかであり、
それゆえに音楽科の学力そのものがあいま
いなものとして捉えられていることである。
現行の小学校学習指導要領における音楽科
の目標は、「表現及び鑑賞の活動を通して、
音楽を愛好する心情と音楽に対する感性を
育てるとともに、音楽活動の基礎的な能力を
培い、豊かな情操を養う。」という抽象的な
表現にとどまり、表現や鑑賞の領域の内容も、
「音色の特徴を生かして、旋律楽器及び打楽
器を演奏すること。」「曲想を全体的に味わっ
て聴くこと。」などのようにおおまかな表現
で記述されているものが多い。具体的な学習
内容として記述されているのは「ハ長調及び
イ短調の旋律を視唱したり視奏したりする
こと。」「長調及び短調の楽曲においては、Ⅰ、
Ⅳ、Ⅴ及びⅤ7を中心に指導すること。」とい
う内容と、30 の音符、休符、記号などのみで
ある。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、上記の背景に鑑みて、音楽科
の学力を音楽行動に必要な知識・技能、及び
表現力・感受性・感性・美的価値判断力など
の総合されたものと捉える。音楽行動を分析
することによってその背後に存在する音楽
科の学力を特定することが可能になると考
える。そして、国内外の過去や現在の学力測
定法を検討し、音楽科の多様な学力を測定す
る方法を開発する。本研究で明らかにする具
体的な内容は以下である。 
(1) アメリカの音楽教育学者 T.A.レゲルス
キの著書、Principles and Problems of Music 
Education, PRENTICE-HALL, 1975 に依拠して、
音楽行動の領域とそれぞれの階層を明らか
にする。レゲルスキは、音楽行動を「あらわ
な行動」と「あらわでない行動」の２つに分
け、「あらわでない行動」をブルームの教育
目標の分類理論に基づいてさらに「情意的行
動」「認知的行動」「精神運動的行動」の３つ
の側面に分けた。それぞれの領域には下位か
ら上位まで階層的に行動内容が配置されて
いる。これによって、音楽科の学力構造があ
る程度明確化できると考える。 
(2) ドイツの音楽教育学者 D.ヴェーヌスの

著 書 、 Unterweisung im Musikhören, 
Wilhelmshaven  Noetzel, 1984に依拠して、
彼が提唱してドイツの音楽科カリキュラム
改革に大きな影響を与えた「音楽に対する５
つの優先的な行動様式」（音楽の生産、再生
産、受容、転換、省察）という理論に基づい
て音楽行動を分析する。これによって、レゲ
ルスキとはまた別の角度から音楽科の学力
構造を明確化できると考える。 
(3) イギリスの GCSE 音楽に着目し、その内
容を詳細に検討する。イギリスの音楽科教育
は、ナショナル・カリキュラムで規定された
キーステージに分けられている。音楽科は
キーステージ３までが必修教科として扱わ
れ、キーステージ４で選択教科となる。これ
らを終えた段階すなわち中等教育の義務教
育修了段階に受験する資格試験が GCSE 試験
である。GCSE 試験の音楽に関する評価方法と
評価内容を記したものが GCSE 音楽シラバス
（specifications）である。これを精査する
ことによって、我が国の音楽科における学力
測定法への示唆を得たい。 
(4) 我が国で過去に行われた音楽科の学力
調査の内容と調査結果を検討し、その特徴と
課題を明らかにする。先述した２回の文部省
による音楽の全国学力調査 に加えて、昭和
34 年度の北海道中学校音楽科学力調査報告
書や、岐阜県教育委員会による「音楽感覚段
階別能力表」（昭和 36 年）及び「音楽基礎能
力表」（昭和 45 年）などを分析・考察するこ
とによって、学力測定の具体的な方法への課
題と示唆を得たい。さらに、岐阜県飛騨地方
を中心として昭和 40 年代に盛衰した「ふし
づくりの音楽教育」の学習方法と、その成果
を具体的に測定した学力調査を精査する。 
(5) 本研究者たちの属する各 as music 
academic achievements 県の小学校音楽科
担当教員を対象として、評価法に関する大規
模な質問紙調査を行う。これによって現在の
音楽科授業における評価の実態を把握し、課
題を明らかにする。 
(6) 以上の研究を通して、音楽科の学力測定
法を考案し、本研究者たちのフィールドにお
いて試行・検討し、その有効性を明らかにす
る。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、4 つの研究方法によって研究
を進める。すなわち、(1) 音楽行動に関する
理論的研究、(2) 評価法・測定法に関する理
論的研究、(3) 広範囲な質問紙調査による音
楽科授業における評価の現状把握、(4) 音楽
科の学力測定方法の開発と試行、である。 
 
４．研究成果 
 上記の 4 つの研究の方法のうち、(4)が本
研究の成果として特に重要である。その具体



的な成果の内容は以下である。 
(1) 小学校学習指導要領・音楽科の「指導計
画の作成と各学年にわたる内容の取扱い」に
示されている「音符・休符・記号など」につ
いてはペーパー試験を開発し、試行した。そ
の結果、これらに関する系統的な学習がなさ
れた傾向を認めることはできなかった。強弱
記号等の演奏表現に関するものの得点だけ
が高かったからである。つまり、「音符・休
符・記号など」は、歌唱や器楽などの演奏活
動に必要とされるものだけが、付随的に教示
されていたと考えられる。 
(2) 多様な聴取力については、学力の内容に
対応した新曲等新たに作曲し、その演奏を CD
に録音し、それを用いた聴取テストを開発し、
試行した。その具体的な内容は、現在学会誌
に投稿中である。 
(3) 和音課題と階名を五線に記入する課題
については、ペーパー試験を開発し、試行し
た。その具体的な内容は、現在学会誌に投稿
中である。 
(4) 岐阜県飛騨地方を中心として全国に強
いインパクトを与えた「ふしづくりの音楽教
育」が、これまで言われてきた山本弘の尽力
に加えて、山本と岐阜県師範の同期生であり、
しかも飛騨地方の出身であった 2 人の盟友、
中村好明・下通進平の協力と、古川小学校に
「ふしづくりの音楽教育」が導入され実践さ
れた当時の音楽科主任、後の教頭・山﨑俊宏
と昭和 42年から 49年まで校長を務めた中家
一郎の実践的貢献のたまものである実態を
詳細に解明した。同時に、その衰退の経緯を
も明らかにした。 
(5) 視唱力を測定する簡易な方法の開発が
今後の課題である。 
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